
 

 

世田谷警察署管内担当校 三軒茶屋小学校 11/18（月） 対面開催 

テーマ『犯罪から子どもを守る』〜犯罪者の心理・行動とは〜 

 
日 時 ２０２４年１１月１８日（月）AM１０：００〜１１：４５ 

会 場 三軒茶屋小学校 体育館 

参加者 70名 

現状報告 世田谷警察署少年係長 中村辰生様 

ご講演 

  

NPO法人体験型安全教育支援機構 代表理事、日本女子大学非常勤講師 

清永 奈穂様 

 

今回、世田谷警察署少年係長の中村様から実際に地域内でどのような 

少年犯罪がどのくらい起きているのか、また犯罪者の年齢層などを知 

り得ることができました。中でも、万引き犯の３３％が小学生であった 

ことは、非常に興味深かったです。また、清永氏の講演からは、命を守 

ることの大切さ、犯罪者の行動心理が距離により変化すること、子ども 

たちを犯罪者にさせないためにすべきは愛を注ぐことであること、犯罪 

の起こりやすい場所を子どもたちに覚えさせるための合言葉『ひまわり』 

そして不審者の定義付け『はちみつじまん』など、大切な知識を得ること 

ができました。 

そして、子どもたちの安全な生活を守るためには、家庭だけでなく学校や PTA、地域の人々と連携体制を

強固にし、皆が安心して暮らせるまちづくりが大切だということを改めて心に刻む機会となりました。 

 

 

 

 

        
 

 

 

 
 

地域環境連絡協議会（ちーかん）とは？ 

世田谷区には、4 つの警察署(世田谷・北沢・成城・玉川)があります。その警察署ごとに、警察署の方々と区行政の方々にご協力を 

いただきながら、校長先生をはじめとする学校関係者、PTA 役員・校外委員をはじめとする PTA 会員、青少年委員をはじめとする 

地域の方々が、一堂に会し「子どもたちが安心して過ごせる安全な地域作り」を目的に皆さまで考え・学び・話し合うための会です。 

 

成城警察署管内担当校 千歳台小学校 10/16（水） 対面開催 

テーマ「地域でまもろう 子どもの安心・安全」～ 学校・地域・保護者の力 ～ 
 

成城警察署管内 19 校の校長・副校長先生、区、教育委員会、青少年委員、PTA 役員、校外委員など 93 名の方に 

お集まりいただき、「地域環境連絡協議会」を開催しました。 

 

  成城警察署スクールサポーターの砂金（いさご）様からは、防犯アプリ『Digi Police』（デジポリス）のご紹介や、 

「事件事故があれば、ためらわずに 110 番をしてください」「通報時に住所が分からないときは、自動販売機の右下に 

住所が書かれています」というお話を教えていただきました。 

 

  成城警察署 交通課の關口（せきぐち）様からは、世田谷区内では特に「裏路地の 

横断歩道、信号機のない交差点での事故」が多いこと、自転車保険に加入する際 

には『弁護士特約』が付いているか確認した方が良いことなどを教えていただき 

ました。また、「子どもの命を守れるのは保護者です。保護者の『気をつけて』の 

一言、ヘルメットの着用、歩行者用信号が点滅したら渡らせない、などの日常の 

行動が子どもの安全に繋がります」というお話をいただきました。 

 

  協議会では船橋小学校 PTA さんの「ながらパトロール」の取り組みや、千歳台小学校子ども安全ボランティアの取り 

組みについても発表をいただきました。千歳台小学校の寺村校長先生からは、地域における「顔と顔が見える関係性」

「ネットワークの大切さ」についてお話をいただき、学校・地域・保護者の繋がりが、地域全体で子どもを育てていく 

関係性に繋がっていく、というお話を伺うことができました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和７年３月３日 
世田谷区立小学校 PTA 連合協議会 

    地域環境部 

            

令和６年度 地域環境連絡協議会報告書 

 

 



北沢警察署管内担当校 代田小学校 11/30(土) 対面開催 
テーマ『私たちの避難所のことを知ろう』〜みんなで「自分のこと」として考えてみよう〜 

 
前年度の「2ブロック地域合同研修会」で、地域の避難所運営について 

学んだことをきっかけに、地域の高齢化も進む今、PTAも積極的に避難所 
運営に関わる必要性を実感しこのテーマを掲げました。 
当日は、警察・学校・地域などから 64名の方がご参加くださいました。 

 
【当日の内容】 

１．講演「代田小が避難所になったら」  
梅丘まちづくりセンター所長 和多田史則さま 

  …その地域の人たちで避難所開設をしなければならない事、どのように運営するか 
などを具体的に学びました。私たち保護者もお客さま意識ではなく、何か自分にで 
きることはないのか、考えるきっかけとなりました。 

 ２．実演 「身近なものを使った防災術」  北沢警察署 警備課の皆さま 
  …〝毛布や上着を使った担架作り”や〝新聞紙で作るスリッパ”など、参加者で 

実際に体験してみました。 

 ３．報告「代田小 PTAの取り組み」      代田小 PTA校外委員会 
   …児童や保護者が「地域の方と顔見知りになり、避難所のことを知り、防災意識を高めていく」 

最初の一年にしたいと願い、今年度取り組んだ活動について発表しました。 
水てっぽうフェス（地区班活動）での非常食の調理・実食や、おやじの会主催の校庭キャンプ 
での避難所スタンプラリーなど。   

 
１〜３に共通していたのは、「防災グッズ等のハード面の準備だけでなく、ソフト面の防災対策（人間
関係作り）を日頃から意識しておくことが災害時に大きな助けになる」というメッセージでした。 
今年一年高めてきた防災意識を活かし、地域との絆を更に深められる防災イベントを毎年企画できるよ
うにしたいと思います。 

 

 

 

 

 

～子どもたちの安心 

安全を守るために～ 
 

子どもたちが毎日安全で笑顔でいられる

ように、警察署の協力を得て、管内小学校

同士で情報交換し、連絡協議会を開催して

います。 

来年度は、中里小学校、代沢小学校、 

二子玉川小学校、経堂小学校が担当校とな

ります。 

世小 P 地域環境部がサポートをさせていた

だきますので 

どうぞよろしくお願いします！ 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
                 ※今年度、玉川警察署管内の地域環境連絡協議会の開催はありませんでした。 

 

                            
今年度の地域環境連絡協議会は、担当校が「交通安全」「防犯」「防災」のそれぞれを 
テーマにした、学びのある会となりました。 

学校、PTA、警察、青少年委員をはじめとする地域の方々を繋いでいただいた、 

地域環境連絡協議会の担当者の皆さま、ありがとうございました。 


